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～安全安心まちづくりをめざして～
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第１節 奈良市安全安心まちづくり条例

目的（１条）

安全・安心で快適なまちづくりに関する基本理念を定め、市の責務並びに市民、
自治会等及び事業者の役割を明らかにするとともに、安全・安心で快適なまちづ
くりに関する施策の基本となる事項を定めることにより、すべての市民が安全で
安心して快適に生活することができる奈良市を実現すること。

基本計画の策定（８条）

１ 市長は、安全・安心で快適なまちづくりに関する施策を総合的かつ計画的に推
進するための基本計画を策定するものとし、必要に応じ、適切な見直しを行うも
のとする。

２ 市長は、前項の基本計画を定め、又は変更したときは、これを公表するものと
する。

奈良市安全安心まちづくり基本計画
（平成２６年度～平成３０年度）

平成３０年度懇話会開催
平成３１年度基本計画改定

第１章 奈良市の防犯への取組
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○ 犯 罪
平成２９年の犯罪認知件数は、昨年に比べ、減少傾向にあります。また、平成２９

年の特殊詐欺被害状況は、昨年と比較すると、「還付金等詐欺」が大幅に減少する
一方、「オレオレ詐欺」や「架空請求詐欺」が急激に増加しています。被害額は３億
７，７００万円で昨年に比べ、減少しています。しかし、被害を受けた人の７割以上が
６５歳以上の高齢者で、平成３０年においても、引き続き注意が必要です。

○ 交通事故
死者数に占める高齢者の割合が高水準で推移していますが、これは、高齢社会

の進展による高齢運転者の増加と高齢者の交通行動が拡大していることが、こうし
た状況の背景となっていると考えられます。
○ 迷惑行為

迷惑行為は、周りの人が不快な思いをするだけではなく、迷惑行為を放置すること
で、社会全体の規範意識を低下させ、重大な犯罪を誘引する可能性もあります。

第２節 奈良市安全安心まちづくり基本計画

計画策定の趣旨

「奈良市安全安心まちづくり条例」に基づき、自主的な防犯活動への支援を通じて、市
民と一体となり地域の防犯力を高め、犯罪や交通事故、さらには迷惑行為など、犯罪の
機会を与えない、犯罪を作り出さない環境づくりへの取組みなど、市民が安全で安心し
て暮らせる奈良市の実現を目指す。

現状分析

第１章 奈良市の防犯への取組
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基本方針：三本柱

① 市民一人ひとりの意識の高揚

安全で安心して快適生活できる奈良市を実現するためには、まず市民一人ひとり

が「自らの安全は自ら守る」という意識を持つことが大切です。「自らの安全は自ら守

る」という自主防犯意識や、交通ルールや交通マナーを守り交通事故を起こさないと

いう交通安全意識、及び、公共の場所等においてマナーを遵守するという意識を高

めます。

② 地域における自主的な活動の推進

地域における自主的な防犯活動などを実施することが地域の安全の鍵となるため、

「地域の安全は地域で守る」という地域社会づくりや、第１０次交通安全計画（交通

政策課策定）に基づく施策に関心を持ち協力し推進します。

③ 環境の整備

防犯性に配慮した施設や交通安全に配慮した道路等の整備、公共の場所等での

マナーが遵守された状態の維持など、環境の整備を推進します。

活動計画

１ 防犯編
２ 交通事故の防止編
３ 公共の場所等におけるマナー等の遵守編
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第３節 啓発活動（防犯教室・講演会・パネル展）

奈良市防犯教室実施要項（平成２６年３月改正）

○ 対象団体
市内に在住、在勤又は在学する者で構成され、防犯教室の実施日に２０人以上の

参加者が見込まれる団体
○ 内 容

防犯の心構え、防犯診断、防犯対策等で、講師を派遣する講習会形式
○ 講 師

奈良県安全・安心まちづくりアドバイザーとして委嘱された地域づくりアドバイザー、
奈良県警察の警察官、その他防犯等について専門的知識を有する者

○ 実 績

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度

実施回数 ８ １０ ６ ７ ８ １２

参加者数 ４２０ ５４０ ２４５ ３９０ ５１５ ７７９

防犯講演会 （１回／年）

・ ２８年１０月２０日
奈良県警察本部犯罪抑止対策室長
スペシャルゲスト 関本 賢太郎

・ ２９年１０月１９日
スペシャルゲスト 林家 染二

パネル展 （１回／年）

第１章 奈良市の防犯への取組
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第４節 ホームページなどの利活用

【不審者情報】 ○月○○日(○曜日)午後１時頃、奈良市○○○町○丁
目の路上で女子中学生がバスから降車して徒歩で帰宅途中、同じバス
に乗っていた不審者にしつこくつきまとわれました。
お子様には、この様な時は「大声を出す、すぐ逃げる、近くの民家等に
助けを求める」ということを教えてあげてください。

【空き巣情報】○月○○日（○曜日）午前7時10分頃から午後8時30分頃
までの間、奈良市○○○町○丁目の一般住宅で、家の人が外出中、１
階和室の窓ガラスを割られて室内に侵入される事件が発生しました。
外出時や就寝時は窓やドア（玄関・勝手口）の鍵を必ず掛けるだけでな
く、雨戸も閉めましょう。

奈良市 危機管理課

奈良市 危機管理課

【ツイッターによる災害・防犯情報等の発信】
災害情報や身近な防犯情報などをタイムリーに発信します。

奈良市ホームページのトップページに「災害情報専用バナー」を設け、災害・防犯情報
の閲覧を容易にします。 △△△

防災・災害情報
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現在、奈良市では、ならどっとFM（周波数78.4ＭＨｚ）で「奈良市防災防犯インフォメーション」

及び「知っとこ防災防犯情報」を放送しています。

１日４回繰り返し放送する「奈良市防災防犯インフォメーション」では、日頃からの防災対策や防犯、

流行性の疾患の情報、緊急災害情報など、生活に必要な情報を５分間にぎゅっとまとめて生放送で

お伝えしています。、

１回２０分の「知っとこ防災防犯情報」では、避難所情報、防災士さんのワンポイント情報など、生

活に必要なさまざまな安全情報をお伝えします。
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平成29年４月～ 防災・防犯の新番組の放送を始めました！

① ラジオ番組「知っとこ防災防犯情報」
・毎週金曜日 １８：２０～４０
・毎週土曜日 ・日曜日 １８：４０～００（再放送）

② ラジオ番組「奈良市防災防犯インフォメーション」
・毎週月曜日～金曜日 ０８：３０～３５、１１：３５～４０

１４：１０～１５、１８：１５～２０
・毎週土曜日 ・日曜日 ０８：５０～５５、１２：１０～１５

１４：１０～１５、１８：３５～４０

是非聞いて
ください♪

第１章 奈良市の防犯への取り組み

第５節 ならどっとＦＭの活用
（コミュニティＦＭラジオ放送：防災防犯情報の提供）

http://www.nara.fm/index.html


第６節 青色パトロール

○ 自主防犯パトロールに使用する自動車に青色回転灯を装備する場合の取扱いについて

（平成１６年１１月９日：警察庁生活安全局、国土交通省自動車交通局）

警察から青色回転灯を装備する自動車による自主防犯パトロールを適正に行うことができる旨の
証明を受けた者については、保安基準第５５条の規定による基準の緩和の認定の手続により、青
色回転灯の自動車への装備について認めることとする。

１ 県または市町村
２ 県知事、警察本部、警察署長、市町村長から防犯活動の委嘱を受けた団体
３ 県知事等から委嘱を受けたものにより構成される団体
４ 地域安全活動を目的に設立された公益法人、NPO法人、地方自治法の規定により市町村長の認可を受けた
自治会等の団体
５ 上記のいずれかから防犯活動の委託を受けた団体

対象となる団体

○ 奈良県警：青色防犯パトロールに関する事務取扱要領の制定について（例規）
（平成２２年２月１２日例規第５号）

認定要件

１ 自主防犯パトロール活動の実績および計画に照らし、継続的な自主防犯パトロールの実施が見込まれること
２ 青色防犯パトロール講習を受講している等により、自主防犯パトロールを実施しているときに予想される事案
に対し、適切に対応できると認められること
３ 青色防犯パトロールが適正な方法で実施されると認められること
（第３次奈良市地域福祉計画H29～H32による。）

第１章 奈良市の防犯への取組
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１ 青色回転灯は自動車の屋根に１個又は１体のみ装備す
ること

２ 使用する青色回転灯は、その光源が点滅式の構造では
なく、回転式のものであること

３ 青色防犯パトロール以外では青色回転灯を点灯させな
いこと
（自主防犯活動活性化活動を行う場合を除く。）

４ 青色防犯パトロールの実施地域以外では、青色回転灯
を点灯させた自主防犯パトロールを行わないこと
（自主防犯活動活性化活動を行う場合を除く。）

５ 自動車の車体に自主防犯団体の名称及び自主防犯パ
トロールを実施中であることを明確に表示すること

６ 青色回転灯を点灯させて運行する場合には、青色回転
灯装備車章を自動車の後方から見えるように掲示すること

７ 青色回転灯を点灯させて運行する場合は、複数人を一
組とし、そのうち１人がパトロール実施者証を携行すること

手続きの流れ

① 青色防犯パトロール講習の受講
（警察署生活安全係へ申し込み）

② 警察署へ申請

③ 証明書・標章・パトロール
実施者証の受領

⑤ 青色パトロールの実施

④ １５日以内に近畿運輸局
奈良運輸支局へ申請

青色防犯パトロール実施上の注意事項
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奈良市関連青色防犯パトロール登録数

自主防地区 登録数 自主防地区 登録数 自主防地区 登録数

椿井 １ 都跡 １ 奈良帝塚山 ５

飛鳥 ３ 六条校区 １ 学園三碓 １

鼓阪 １ 平城 １３ 田原 ２

鼓阪北 １ 伏見 １４ 柳生 ２

済美 １ 伏見南 － 大柳生 １

佐保 １ 西大寺北 － 東里 ２

大宮 １ 二名 ３ 狭川 １

佐保台 １ 青和 － 月ヶ瀬 １

佐保川 １ 平城西 ６ 神功 －

済美南 － 東登美ヶ丘 － 右京 －

大安寺 － 登美ヶ丘 － 朱雀 －

大安寺西 １ 鶴舞 ６ 左京 －

東市 ２ 富雄 － 並松 －

明治 １ あやめ池 ２ 吐山 １

辰市 ２ 学園南 １ 都祁 １

帯解 １ 富雄南 ６ 六郷 －

精華 １ 鳥見 ５ 登録数 ９４

参考資料

（平成２９年度）

第１章 奈良市の防犯への取組
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奈良市関連青色防犯パトロール登録団体数

防犯団体
社団
法人等

ＮＰＯ 委託団体 合計

奈良署 ２８ １ １ ３ ３３

奈良西 １２ １ １３

天 理 ３ ３

登録数 ４３ １ １ ３ ４９

参考資料第１章 奈良市の防犯への取組

（平成２９年度）
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第７節 防犯情報誌「やまとの安全」

「やまとの安全」は奈良県警察本部が発信している防犯情報紙で、奈良市としても
積極的に活用を図っている。

第１章 奈良市の防犯への取組
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第８節 防犯カメラの設置

○ 事業目的

街頭犯罪の未然防止と犯罪発生時の迅速な対応等を確保するための環境整備

に努め、地域住民の安全を確保し、市民が安心して暮らせる地域社会の実現のた

めに、防犯カメラを設置する。

○ 事業概要

平成２８年度では、奈良市内各駅周辺約３００メートル圏内に、４７台の防犯カメ

ラを設置する事業を実施した。

平成２９年度では、駅周辺の範囲を拡充し、６０台の防犯カメラを増設する事業

を実施した。

平成３０年度においては、市内の交通の要所となる交差点、観光地を含む集客

スポット周辺に、１００台の防犯カメラを増設する事業を実施する予定である。

○ 事業予算

２２，１９０（千円）

第１章 奈良市の防犯への取組
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防犯カメラ設置箇所一覧

会社 路線 設置場所 台数（H２８） 台数（H２９）

ＪＲ 大和路線 奈良駅周辺 ７ ５

近鉄 奈良線 学園前駅周辺 ３ ４

近鉄 奈良線 奈良駅周辺 ３ ６

近鉄 奈良線 西大寺駅周辺 ４ １０

近鉄 京都線 高の原駅周辺 ５ ０

近鉄 奈良線 新大宮駅周辺 ４ ９

近鉄 奈良線 菖蒲池周辺 ２ ５

近鉄 奈良線 富雄駅周辺 ３ ４

近鉄 京都線 平城駅周辺 １ １

近鉄 橿原線 尼ケ辻周辺 ２ ３

近鉄 橿原線 西の京周辺 ２ ２

ＪＲ 桜井線 帯解駅周辺 ２ ２

ＪＲ 大和路線 平城山駅周辺 ３ ４

ＪＲ 桜井線 京終駅周辺 ２ ２

近鉄 けいはんな線 学研奈良登美ヶ丘周辺 ４ ３

合 計 ４７ ６０

資料１
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奈良市内自治会等組織による防犯カメラ設置補助事業

○ 事業趣旨

自主防犯という観点から、積極的に防犯カメラを設置する自治会等の団体に

対して、設置経費の助成を行います。

○ 補助対象経費： 奈良市 １／２負担

・カメラ・録画装置等防犯カメラを構成する機器の購入又は、賃借に要する経費

・上記の機器の取り付け又は、設置工事を要する経費

○ 補助限度額 ： １００千円／地区

○ 予算額 ： ２，０００千円

○ 所 管 ： 奈良市危機管理課

〇 平成２９年度実績 １１団体 １，０５９千円
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第９節 防犯関係機関・団体等
組織名 奈良地区防犯協議会 奈良西地区防犯協議会 天理防犯協議会

根拠規則 奈良地区防犯協議会会則 奈良西地区防犯協議会会則 天理防犯協議会会則

目的
防犯思想の普及及び防犯施策を推進することにより、犯罪や事故等のない
明るく住みよい地域社会を作る

防犯思想を高めるため、各種地域安
全活動を積極的に推進して、犯罪や事
故等のない住みよい地域社会を作る

設置年月日 昭和６１年５月２４日 平成５年２月２４日 －

事務局 奈良警察署 奈良西警察署 天理警察署

担当
部署

市 危機管理課 危機管理課、西部出張所総務課 天理市地域安全課

警察 奈良警察署 生活安全課 奈良西警察署 生活安全課 天理警察署 生活安全課

会長 奈良市長 天理市長

副会長 自治連合会代表 副市長・自治連合会代表 磯城郡町村会長、山添村長

会員

市長、副市長、市議会議長、奈良警察
署長、自治連合会代表、消防団長、
（一財）県交通安全協会奈良支部協会
長、奈良地域婦人団体連絡協議会長、
奈良警察署少年補導員協会長、消防
局長、教育長、奈良市危機管理監

市長、副市長、市議会議長、奈良西警
察署長、自治連合会代表、消防団代
表、（一財）県交通安全協会奈良西支
部協会長、奈良西警察署少年補導員
協会長、消防局長、教育長、西部出張
所長、奈良西地区防犯協議会地域安
全推進委員代表

天理市長、磯城郡町村会長、山添村
長、天理市議会議長、磯城郡町議会
議長会長、山添村議会議長、天理警
察署長、天理市総務部長、天理市総
務部危機管理監、田原本町総務部長、
三宅町総務部長、川西町総務部長、
奈良市都祁行政センター長、奈良市危
機管理課長、山添村総務課長

地域安全
推進委員

防犯協議会会長・警察署長が委嘱（任期２年） －

３０４名 ２０８名 －

第１章 奈良市の防犯への取組



１ 組織目標
奈良県警察と連携して、県民の自主的な防犯活動を積極的に支援することにより、民間の立場

から「犯罪や非行のない明るい社会づくりの実現」を目標に活動する団体

２ 事 業 ３ 組織図
（１） 防犯広報啓発普及事業
（２） 少年非行防止及び健全育成事業
（３） 防犯ボランティア支援事業
（４） 防犯功労者及び功労団体表彰事業
（５） 防犯モデルマンション登録事業
（６） 風俗営業管理者講習及び風俗営業所調査に
関する事業

（７） 自転車防犯登録に関する事業
（８） 古物商許可標識等発行取次事業

３ 会長・副会長
（１） 会長：奈良トヨタ自動車株式会社

代表取締役社長 菊池攻
（２） 副会長

ア 三和澱粉工業株式会社代表取締役会長 森本俊一
イ 奈良・奈良西地区防犯協議会会長、奈良市長 仲川げん
ウ 奈良豊澤酒造株式会社代表取締役社長 豊澤安男

公益財団法人奈良県防犯協会

第１章 奈良市の防犯への取組
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地域安全推進委員の活動について

• 地区防犯協議会長（奈良市長）及び警察署は

市民との協力体制を一層強化し、かつ、地域住

民による真の地域安全活動を促進するため、地

域安全推進委員（以下「推進委員」という。）を委

嘱し、積極的に支援することとしています。

• 推進委員の任期は、原則として２年で、再任は

妨げないとされています。

18



地域安全推進委員の活動について

• 推進委員の活動内容は、活動区域内の住民、自治会、事業所、各種地域

安全ボランティア等を始め、活動区域を管轄する市町村、警察署、交番、駐

在所等と緊密に連携して、次に掲げるような活動を行い、その地域における

防犯思想の普及と高揚 を図るとともに、地域住民に身近な犯罪や事故等の

未然防止に寄与することとなっています。

• 平成29年10月19日（木）に、奈良市西部会館において、奈良地区・奈良西

地区の委嘱式を開催しました。

(次回の委嘱式は平成31年度に開催します。)

平成29年度委嘱式 19
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第１節 暴力団排除条例

奈良県暴力団排除条例
（平成２３年７月）

奈良市暴力団排除条例
（平成２４年４月）

【基本理念】
暴力団の排除は、暴力団が市内の事業活動又は

市民の生活に不当な影響を与える存在であることを
市、市民及び事業者が認識した上で、
① 暴力団を利用しないこと
② 暴力団を恐れないこと
③ 暴力団に対して資金を提供しないこと
④ 暴力団と交際しないこと を基本として、市、
市民、事業者、関係機関等及び奈良県
（以下「県」という。）が相互に連携し、協力して
推進するものとする。

第２章 暴力団排除の取組
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第２節 暴力団追放３ない運動＋１

暴力団を利用しない すべてを「金づるにする」それが暴力団の姿勢です

・暴力団を利用したつもりが、骨の髄までしぼられます。
・暴力団はタダでは動かず、法外な金を要求されます。
・暴力団は、相手が弱い、甘いと見ると、トコトン食らい付き離れません。

暴力団を恐れない 恐れは「誤ったイメージから」恐れることは暴力団を助長させる

・暴力団は怖いものではありません。皆で相談し合い、団結して対応しましょう。
・暴力団を恐れず「存在を許さない」と皆で対決姿勢を持つことです。

暴力団に金を出さない 金が「腐れ縁の元」暴力団を支援・容認することになる

・暴力団に金をさすことは、結果的に暴力団を認め、資金獲得の手助けをすることになります。
・暴力団は、一度味を占めると、何回も金を要求し続けて搾り取るのです。
・暴力団は、自らの遊びや組の活動資金を、常にかぎ回っているカネのための集団です。

暴力団と交際しない 交際は「暴力団の活動を助長」暴力団はあらゆる機会を狙って近づいてくる

・暴力団と交際すること自体が不当要求のきっかけになることがあります。
・ 暴力団と交際していると「暴力団と社会的に非難されるべき関係のある者」とされ、公共事業等から排
除されることがあります。

第２章 暴力団排除の取組
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第３節 奈良市から暴力をなくす推進協議会

根拠規則 奈良市から暴力をなくす推進協議会会則

目的
市民の総力を結集して、奈良市から暴力団及び暴力行為を追放し、やさしさとふれあい

のある、明るく平和で住みよいまちづくりに寄与する。

設置年月日 平成９年１０月１日

事務局 危機管理課

担当

部署

市 危機管理課

警察 奈良警察署 刑事第二課、奈良西警察署 刑事課

会長 奈良市長

副会長 奈良市地域婦人団体連絡協議会長、（一財）奈良県交通安全協会奈良支部協会長

会員

市長、市議会議長、自治連合会代表、教育長、（公社）奈良市観光協会長、奈良市消防団

長、奈良市遊技業組合暴力排除協議会長、奈良西地区遊技業組合暴力追放協議会長、

奈良地区金融防犯協議会長、奈良西地区金融防犯協議会長、奈良市飲食店組合長、奈

良市旅館組合長、奈良市地域婦人団体連絡協議会長、奈良市民生児童委員連合会代表、

（一財）奈良県交通安全協会奈良支部協会長、（一財）奈良県交通安全協会奈良西支部

協会長、（一社）奈良建設業会長

第２章 暴力団排除の取組
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